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呼吸器感染症21例 にRU28965を 使用 した。対象は15歳 から76歳 まで(平 均36.3歳)の 男性9例,女

性12例 で,100mgあ るいは150mgな い し200mg1日2回 の内服を行い,期 間は3～19日,総 使用量は

0。9～7.6gで あった。

臨床効果は有効18例,や や有効1例,無 効1例,判 定不能1例 であった。副作用として胃部不快感,

口渇 ・下痢がそれぞれ1例 にみられ,検 査成績上GPTの 上昇を1例 に,GOT・GPTの 上昇を2例 に

認めたがいずれも軽度のものであった。

RU 28965は フランス,ル セル ・ユクラフ社で開発 さ

れた新経口用マクロライド剤で, Erythromycinと 同様

の抗菌スペク トルを有 しsグ ラム陽性菌,嫌 気性菌,

Mycoplasma, Legionella, Chlamydiaな どに優れた抗菌活

性 を示す1.2)。本剤は胃酸に安定で吸収が良好であ り,

他の同系薬剤に比し高い血中濃度が得られ,各 種組織へ

の移行が良好37な ことから,臨 床上,有 用性の拡大が期

待される。

今回,わ れわれは呼吸器感染症21例 に本剤を使用 した

ので報告する。

1.対 象と方法

1.対 象

昭和61年3月 より昭和62年4月 までの間に,信 楽園病

院および水原郷病院において外来あるいは入院治療を行

った21例,男 性9例,女 性12例,15歳 から76歳 まで(平

均36.3歳)の 呼吸器感染症に対 して本剤による治療を行

った。

急性咽喉頭炎,急 性扁桃炎各1例,急 性気管支炎9例,

肺炎9例(う ちマイコプラズマ肺炎4例),気 管支拡張症

1例 で,起 因菌として扁桃炎例からA群 β-Streptococcus

が,肺 炎例2例 よりそれぞれS.pneumoniae,B.catarrha-

lisが 分離 されたが,他18例 では起因菌は不明であり,

肺炎例4例 でマイコプラズマCF抗 体価の上昇をみた。

2.使 用 法,使 用 量

全 例1日2回 の 食 前 内 服 を行 い,100mg2回3例,

150mg2回10例,200mg2回8例 で あ っ た。期 間 は症例

20の3日 が最 短,症 例13の19日 が 最長 で,総 使 用量 は症

例20の0.9gが 最 少,症 例13の7.6gが 最 多 であ った。

3。 効 果判 定 基 準,副 作 用 の 検討

臨 床 効 果 の判 定 は臨 床 症状,検 査 成 績,胸 部 レ ントゲ

ン所 見 の改 善度,起 因 菌 の 消 長 な どよ り総 合 的に行 い,

著 効(Excenent),有 効(Good),や や 有 効(Fair),無 効

(Poor),判 定 不 能(Undetemined)の 五段 階 評価 と した。

副作 用 につ い て は,使 用 期 間 中 の 自他 覚 症状,所 見な

ら び に 本 剤 使 用 前 後 に お け る 腎 機 能(血 清 尿 素 窒 素:

BUN,ク レ ア チ ニ ン;Cr),肝 機 能(血 清 トラ ンス ア ミ

ナ ー ゼ:GOT・GPT,ア ル カ リフ オス フ ァター ゼ:Al-P,

総 ビ リル ビ ン:T-Bil),骨 髄 機 能(末 梢 血 ヘ マ トク リッ

ト: Ht,血 小 板 数:Platelet,白 血 球 数: WBC,好 中球百

分 比: Neutro),末 梢 血 好 酸 球 百 分 比: Eosino,直 接 クー

ム ス 試験: COOMBSの 変 動 につ い て検 討 した 。

II.成 績

1.臨 床 効 果(Table 1)

有 効18,や や有 効1,無 効1,判 定 不 能1例 であ った。

急 性 咽 喉 頭 炎 の症 例1は300mgを7日 間 使 用 し,3

日後 に 解 熱,CRPの 陰 性 化 も得,有 効 で あ った 。症例
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2の 扁桃炎例ではA群 β-Streptococcus 3が 検出され,本 剤

200mg 1日2回 使用で3日 後には菌消失をみ,症 状の改

善も得た。

急性気管支炎例9例 はいずれも軽症で,症 例8は 治療

前CRPが(一)で,臨 床症状 も極めて軽微であったため

判定を除外 し,症 例11もCRPが(一)で あったが,1カ

月以上持続した咳嗽が軽減したためやや有効とした。残

り7例 は全て有効で,起 因菌は全例不明であった。

肺炎例の症例13はAMPC,CEX,MINOが 無効で,喀

痰からS.pneumoniae が分離され本剤に変更したもので,

3日 後には菌消失とCRPの 陰性化をみたことから有効

としたが,著 効とするのが妥当かとも思われた。B.cat-

arrhalisの 検出された症例15は,本 剤150mg1日2回 の

使用で3日 後に菌は消失し,順 調に病状の好転を得,有

効であった。マイコプラズマCF抗 体価の上昇 した4例

のうち,症 例17,18,19は 有効であったが,症 例20は 本

剤150mg1目2回 の内服を3日 間行ったものの,臨 床症

状,CRPは 不変(6+)で,胸 部X線 所見はむしろ増悪し

無効であった。DOXYに 変更後急速な改善をみている。

残り3例 の肺炎例はいずれも有効であった。

症例21は 軽症の気管支拡張症二次感染例で,本 剤100

mg1日2回 の使用で有効であった。

疾患別の効果をみるとTaMe2の ごとく,有 効以上の

有効率は急性気管支炎87.5%,マ イコプラズマを除く肺

炎100%,マ イ コプラズマ肺炎75.0%,全 体 で90.0%と

極めて高い結果となった。

起因菌は3例 で判明し,A群 β-Streptococcus,S.pneu-

moniae,B.catarrhalisは いずれも消失をみた。

2.　副作用

臨床的には胃部不快感が症例9で 本剤使用2日 目より

出現したが,軽 度であったため特に処置せず治療は7日

間継続 した。症例10で は治療6日 目から下痢,7日 目か

ら口渇がみられたが,前 者に対 してのみ整腸剤を使用し,

治療終了後いずれも改善を得た。

Table 3の ごとく,検 査成績の上で症例13でGPT,症

例1,20でGOT・GPTの 上昇 を認めたが,い ずれも幌

微なものであった。

III.　考 按

呼吸器感染症21例 に使用 した結果は有効18,や や有効

1,無 効1,判 定不能1例 であった。判定不能例を除く

有効率は90.0%と 高いものであった.軽 症で比較的若年

者が多 く,基 礎疾患を有さない症例がほとんどであった

こと,慢 性気道感染症は1例 のみで,20例 は急性感染症

であり,グ ラム陰性桿菌が起因菌と思われた症例がなか

ったこと,本 剤の血中半減期が7～10時 間 と長く3),1

日2回 の使用で効果が期待出来ること,扁 桃,喀 痰中移

行が比較的良好3)で あることなどから妥当な結果と言え

よう。

副作用として胃部不快感,口 渇 ・下痢がそれぞれ1制

にみ られ,検 査 成績 の上でGPTの 上 昇 を1例 に,

GOT・GPTの 上昇 を2例 に記めたが,い ずれも軽度の

ものであった。3例 ともその後再検査が行われていない

が,GPT上 昇例は治療前検査がされておらず,GOT・

GPT上 昇例のうち1例 は基礎に慢性肝炎を有し,他 の

1例 はマイコプラズマ肺炎であったことから,本 鋼との

因果関係は明らかではない。

本剤はその抗菌スペク トル,良 好な扁桃,喀 痰中移行

に加え,安 全性も高いことから,上 気道感染,下 気道の

急性感染症に対して有用性が高いと思われる。慢性気道

感染症に対 しても起因蔭によっては効果が期待出来るこ

ともあるであろうが,原 則的には他の薬剤を選択するの

が無難であろう。

Table 2 Overall clinical efficacy of RU 28965 therapy
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A new oral macrolide antibiotic, RU 28965, was used to treat 21 patients with respiratory tract infection, and its

efficacy and safety were studied.

The study was carried out from March 1986 to April 1987. The patients were 9 males and 12 females aged 15-76

years(mean 36.3). RU 28965 was given twice daily at a dose of 100, 150 or 200 mg. The duration of therapy ranged from

3-19 days and the total dose from 0.9-7.6g.

The therapeutic effect was good in 18 patients, fair in 1, poor in 1 and undetermined in 1, with a high efficacy rate of

90.0%. As an adverse reaction, discomfort in the epigastrium was observed in one case and thirst and diarrhea in

another. Laboratory tests revealed an elevated GPT in one case and elevated GOT and GPT in two cases.


